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劇
作
家
と
し
て
の
ク
ウ
ル
ト
リ
イ
ヌ
は
、
既
に
そ
の
仕
事
を
を
は
つ
て
ゐ

る
や
う
に
思
は
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
今
日
ま
で
に
彼
が
な
し
遂
げ
た
業
績

は
、
仏
蘭
西
戯
曲
史
上
重
要
な
頁
を
占
め
る
べ
き
も
の
で
あ
ら
う
。

　
一
千
八
百
六
十
年
六
月
二
十
五
日
、
仏
国
中
部
の
古
都
ツ
ウ
ル
に
生
れ
、

モ
オ
の
高
等
学
校
で
普
通
学
を
修
め
た
。
父
親
は
、
名
を
ジ
ュ
ウ
ル
、
姓
を

ム
ア
ノ
オ
と
称
し
て
ゐ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
彼
も
亦
ジ
ョ
ル
ジ
ユ
・
ム
ア
ノ

オ
と
い
ふ
本
名
が
あ
る
に
違
ひ
な
い
。
彼
が
青
年
時
代
を
如
何
に
過
し
た
か

は
、
今
私
の
手
許
に
あ
る
文
献
だ
け
で
は
わ
か
ら
な
い
が
、
朧
げ
な
記
憶
に

従
へ
ば
、
彼
は
書
斎
よ
り
も
カ
ッ
フ
ェ
ー
を
愛
し
た
ら
し
い
、
但
し
そ
の
カ

ッ
フ
ェ
ー
は
、
彼
を
し
て
様
々
な
近
代
人
の
タ
イ
プ
を
研
究
さ
せ
る
事
に
役
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立
つ
た
と
い
は
れ
て
ゐ
る
。

　
一
千
八
百
九
十
一
年
六
月
、
自
由
劇
場
で
そ
の
処
女
作
「
リ
ド
ワ
ル
」
が

上
演
せ
ら
れ
、
同
じ
く
九
十
三
年
四
月
、
傑
作
「
ブ
ウ
ブ
ウ
ロ
シ
ュ
」
が
空

前
の
成
功
裡
に
最
後
の
幕
を
閉
ぢ
て
以
来
、
ク
ウ
ル
ト
リ
イ
ヌ
の
名
は
突
如

と
し
て
巴
里
劇
壇
の
注
意
を
惹
い
た
。
そ
れ
に
も
拘
ら
ず
、
当
時
の
頑
冥
な

批
評
家
（
多
分
サ
ル
セ
エ
だ
と
思
ふ
。
何
故
な
ら
此
の
「
批
評
壇
の
明
星
」

は
、
当
時
屡
々
斯
く
の
如
き
態
度
を
も
つ
て
新
進
作
家
を
遇
し
て
ゐ
る
）
は

彼
の
戯
曲
を
評
し
て
「
脚
本
に
な
つ
て
ゐ
な
い
脚
本
」
と
嘲
り
、
又
「
些
か

も
芝
居
の
コ﹅
ツ﹅
を
心
得
て
ゐ
な
い 
代  
物 

し
ろ
も
の

」
と
片
附
け
て
ゐ
る
。

　
実
際
彼
の
作
品
は
、
多
く
は
「
劇
的
ス
ケ
ッ
チ
」
と
も
称
す
べ
き
も
の
で
、

所
謂
作
劇
術
の
定
石
を
無
視
し
た
「
人
生
の
断
片
」
で
あ
り
、
何
よ
り
も
先
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づ
「
生
き
た
人
間
」
を
描
く
こ
と
に
よ
つ
て
の
み
、
舞
台
の
「
動
き
」
を
与

へ
よ
う
と
す
る
自
由
劇
場
式
戯
曲
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
ま
た
同
時
に
、

仏
国
近
代
劇
の
著
し
い
転
向
を
物
語
る
も
の
で
あ
る
。

　
ラ
シ
イ
ヌ
に
よ
つ
て
始
め
ら
れ
た
心
理
解
剖
劇
の
伝
統
が
、
ポ
ル
ト
・
リ

シ
ュ
に
至
つ
て
近
代
的
色
彩
を
与
へ
ら
れ
た
と
す
れ
ば
、
モ
リ
エ
ー
ル
が
開

拓
し
た
伝
統
の
一
面
、
ヂ
ナ
ミ
ス
ム
（
動
性
）
を
基
調
と
す
る
諷
刺
喜
劇
の

流
れ
は
、
ク
ウ
ル
ト
リ
イ
ヌ
に
よ
つ
て
、
近
代
的
フ
ァ
ル
ス
の
典
型
を
示
し

た
。

　
彼
は
、
モ
リ
エ
ー
ル
の
如
く
、
性
格
的
「
型
タ
イ
プ」
を
創
造
す
る
こ
と
は
で
き

な
か
つ
た
が
、
現
代
社
会
を
形
づ
く
る
階
級
的
乃
至
職
業
的
「
型
タ
イ
プ」
を
と
ら

へ
て
、
微
細
な
観
察
を
下
し
、
之
を
特
殊
な
「
境
遇
」
の
中
に
投
げ
込
み
、

5



一
種
の
グ
ロ
テ
ス
ク
な
、
同
時
に
涙
ぐ
ま
し
い
笑
ひ
を
引
き
出
す
手
腕
を
も

つ
て
ゐ
る
。
深
刻
な
人
生
批
評
と
ま
で
は
行
か
な
い
が
、
犀
利
に
し
て
軽
妙

な
性
格
描
写
の
筆
は
最
も
よ
く
、
社
会
の
戯
画
的
諷
刺
に
成
功
し
た
。

　
彼
は
、
仏
蘭
西
人
特
有
の
あ
ら
ゆ
る
感
情
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
、
巴
里
生
活
の

あ
ら
ゆ
る
機
微
な
問
題
と
、
そ
の
ゴ
オ
ル
人
ら
し
い 

機  

智 

エ
ス
プ
リ

と
、 

寛 

大 

さ 

ジ
エ
ネ
ロ
ヂ
テ

を
以
て
傍
観
し
、
い
く
ら
か
の
ペ
シ
ミ
ス
ム
と
、
あ
り
余
る
皮
肉
と
を
、
洒

脱
な
フ
ァ
ン
テ
ヂ
イ
に
託
し
て
、
冷
た
い
花
び
ら
の
如
く
、
人
の
頭
上
に
振

り
ま
く
の
で
あ
る
。

　
彼
の
数
多
い
作
品
中
に
は
、
相
当
「
一
夜
漬
け
」
が
あ
る
に
は
あ
る
が
、

此
処
に
掲
げ
た
二
篇
の
み
、
前
掲
、
「
ブ
ウ
ブ
ウ
ロ
シ
ュ
」
「
真
面
目
な
花

客
」
「
殴
ら
れ
る
心
配
」
等
は
傑
作
の
部
に
属
す
べ
き
で
あ
ら
う
。
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彼
は
、
そ
の
旧
友
や
後
輩
た
ち
が
、
続
々
ア
カ
デ
ミ
イ
入
り
を
す
る
の
を

平
気
で
眺
め
て
ゐ
る
。
そ
し
て
、
彼
に
も
、
亦
、
そ
の
花
々
し
い
経
歴
を
背

負
つ
て
、
立
候
補
す
べ
き
を
勧
め
る
も
の
が
あ
る
と
、
彼
は
笑
つ
て
、
「
競

争
者
が
な
け
れ
ば
…
…
」
と
答
へ
て
ゐ
る
さ
う
で
あ
る
。
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青
空
文
庫
情
報

底
本
：
「
岸
田
國
士
全
集20

」
岩
波
書
店

　
　
　1990
（
平
成2

）
年3

月8

日
発
行

底
本
の
親
本
：
「
近
代
劇
全
集
第
十
七
巻
」
第
一
書
房

　
　
　1928

（
昭
和3
）
年1

月10

日
発
行

初
出
：
「
近
代
劇
全
集
第
十
七
巻
」
第
一
書
房

　
　
　1928

（
昭
和3

）
年1
月10
日
発
行

入
力
：tatsuki

校
正
：
門
田
裕
志
、
小
林
繁
雄

2006

年2

月20

日
作
成
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青
空
文
庫
作
成
フ
ァ
イ
ル
：

こ
の
フ
ァ
イ
ル
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
図
書
館
、
青
空
文
庫
（http://w

w

w
.aozora.gr.jp/

）
で
作
ら
れ
ま
し
た
。
入
力
、
校
正
、
制
作
に
あ
た
っ
た

の
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
で
す
。
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